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１．はじめに
2002年からはじめたフレンドシップ事業「体験的
科目：コミュニティ学習ワークショップ」は、2003
年から「障害児のためのメディアアートワーク
ショップ」と名づけ、さまざまなメディアを使い、
あるいは参加者自体もメディアとなって、実施場所
や対象者、実施内容を異にして展開してきた。今ま
でに 10回実施し、その詳細は折に触れて、報告書
（DVD）にまとめたり、論文等で分析・考察してき
た??。
この報告は、平成 25年度のフレンドシップ事業
「聾学校のためのダンスワークショップ：なってみ
る・かぶく」の実施結果を考察しながら、ワーク
ショップにおける作品制作とプロセスの学びに関す
る問題点を検討したいと思う。
２．ワークショップの目的と概要
フレンドシップ事業「コミュニティ学習ワーク
ショップ」の授業目的（概要）は、以下のようであ
る。
「フレンドシップ事業は、教員養成学部と教育委員会が連帯
をとって実施されるもので、学生が児童生徒と直接ふれあう
機会を通して、実践的指導力を育成しようとするものです。
今年度の群馬大学教育学部の「体験的科目」の「フレンド
シップ教育実践：コミュニティ学習ワークショップ」におい
ては、ダンスカンパニ “ーコンドルズ”の藤田善宏らを迎え、
苅宿俊文氏（青山学院大学教授・ワークショップデザイナー
育成プログラム代表）との協同で、アート・ワークショップ
を実施します。
その目的は、教員養成課程の学生が、コミュニティを理解
するために、 1)地域学習としてのワークショップの意義や
手法について理解し、実際にワークショップを企画、運営、
記録、発表する一連のプロセスを学習し、 2)幾人かのダン
スアーティストによるアート・ワークショップの体験を通し
て、アートが人々とのコミュニケーションに大いに関連する
ことを学びます。
本年度のコースは、聴覚障害児との主にダンス的な動きを
契機とした身体的な遊びやアート体験、特にコミュニケー
ションを目的にした、障害児と学生とのコラボレーションを
実施します。学生は、ワークショップのファシリテーション
とコミュニケーションによる身体表現を学びます。」
実施時期は、平成 25年 9月 17(火）、11月 26日
(火）、12月 3日(火)～12月 4日(水）の全 4回、実
施場所は群馬県立聾学校（群馬県前橋市天川原町一
丁目 4番地）の教室と体育館等であった。参加した
子どもたちは小学部の児童 1～ 6年生まで 27名で
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ある。
9月 17日は本番のワークショップの前の事前授
業の第 1回目で、苅宿俊文（青山学院大学教授、以
下敬称略）の「ワークショップ学習の現代的意義・
目的」に関する講義とコンドルズの藤田善宏、鎌倉
道彦、ぎたろう（11月～12月の 3回はスズキ拓朗に
変更）の 3氏による、ほぐしたり、ペアや複数になっ
てするインプロ（即興）の身体ワークショップであ
る。
最初コンドルズの 3人のパフォーマンスからワー
クショップははじまった。事前に簡単な打ち合わせ
をしてはじまったダンスパフォーマンスは、彼らの
圧倒的な身体能力で、参観者全員を釘付けにした。
「体育館が劇場となった」と誰かが後で述べたが、
まさにそういう光景だった。フレンドシップ事業の
最大のメリットはプロから直接学ぶことであり、そ
のよさが最大限に発揮された瞬間だった。その後、
準備体操をして、藤田のリードでワークショップが
はじまった。長身の鎌倉と巨漢のぎたろうがうまく
絡み合い、それぞれのワークの手本を実演したり、
笑い（ユーモア）を交えながら、身体ワークを子ど
もたちと学生がコラボレーションしながら進めてい
く。途中途中で聾学校の教員が細かい内容の手話通
訳をしながら進めるが、身体ワークショップなので
子どもたちは各自が相手の動きをとらえながら、目
線や呼吸、動作を対話（＝言語のやり取り）と同様
に使用し、できてもできなくても楽しそうにワーク
ショップを進めていった。1日目はこのように、子ど
もたちの様子を観察し、どんなことができそうか、
どんなことが得意で何がしたそうかを判断する材料
を探しながら、ダンスづくりの前準備、すなわち体
と心をほぐしながら、何かまだかたちも見えないが
大切な何か＝未知の創造を協同でする気持ちをつく
る日として設定された。
第 2回（11月 26日(火））は、しばらく時間が空い
てしまったので、最初は体ほぐしである。前回と同
様に、準備体操の後、簡単なワークが続く。今回か
らぎたろうに代わって、演劇もやっているスズキ拓
郎が入って、また雰囲気がかわる。スズキはメリハ
リのきいた演技と会話で子どもたちの中に入って、
活動を促進させていく。体がほぐれ、気持ちもほぐ
れた後、今週から 3日間でダンスを作り、ステージ
で発表することが告げられる。両親も見に来ること
を知らせ、みんなのモチベーションを上げるように
する。学生にはどんなダンスを作りたいのか／作れ
るのか、あらかじめ授業の中で案を考えておくよう
にしていた。試行錯誤の後、「春夏秋冬」という大き
なテーマは決まったが、いざ学生と子どもたちが 4
つのグループに分かれて、ダンスづくりのアイデア
出しが始まると「子どもたちのアイデアを活かす」
というミッションがかなりハードルをあげてしま
い、思うように話し合いやアイデア出しが進まない。
少しアイデアがでたら、体で動いてみて、また修正
する。これを繰り返して、ストーリーを決めてほし
いことを指導する。子どもたちとの会話は通訳の助
けもあり、何とかこなせているのだが、学生たちの
本来のコミュニケーション力が弱いために、真意が
今ひとつ伝わっていない。したがって、どうしても
「学生がアイデアを出して、子どもたちがそれをや
る」という構造になってしまう。時々コンドルズの
メンバーが中に入って、実演をしながら、アイデア
を修正したり、拡張したりするのであるが、学生た
ちにいまいち腑に落ちていない。少し活動が動くが、
また元に戻ってしまったり、最初からやり直したり
のくり返しで、試行錯誤が続く。それでもダンスで
使用する小道具づくりなどを一緒にやっていく中
で、協同性が芽生え、グループとしてのまとまりは
徐々にではあるがよくなっていった。4つのグルー
プはそれぞれの話し合いの結果を踏まえて、次週ま
での宿題（考えてくること）を決めて、この日は解
散する。
※ 12月 3～ 4日のワークショップ制作と発表会の
詳細は以下のまとめを参照。
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３．ダンスづくりと発表会（12月３日～４日）の実際
〇春グループ
・メンバー：内田望美・粕川実沙・菊池実理・櫛田寛保
・ダンス（パーツ）の概要/趣旨
春：子どもたちに春についてのイメージを問いかけ、その案をもとにし草木の生長に焦点を当て、身体で
表現した。
・材料・衣装など：新聞紙のマント、紙で作ったお花のブレスレット、ビニルテープのポンポン、紙テープ
の花びら。
〇ファッシリテータ ▼講師 ◇子ども △その他 ・活動の説明
時間 ワークショップの活動・支援・発話など ファッシリテータの感想と写真
12/3
 
13：30 ・体をほぐす運動を子どもたちと行う。
・新聞紙で作ったマントを子どもたちにつける。
14：00 ◇マントがひらひらして楽しいのか走り出したりする。
・11月 26日でまとめた意見をもとにファシリテータ間で大まかに決め
たダンスを子どもに提案する。
〇「これから春のダンスを決めていきます。」
14：30
「花びらの動きはどんなものかな？」
◇子ども全員：花びらのように回る。跳ねる。しゃがむ。
◇Aの状況：みんなで手をつないで回転することを提案する。
◇子ども全員：手をつなぎ輪になり回ってみる。
◇ Bの状況：気分高揚したため激しく回りだそうとする。
スピードを周りの子どもに合わせない。
▼その輪に入り、Bのスピードを抑える働きをする。
〇講師の方々の接し方を見習い、Bの子のスピードを抑えることに試み
る。
◇ Bの状況：隣で手をつなぐファシリテータの接し方から今の状況で
はスピードを上げてはいけないのだと理解した様子で、回転し始めは
スピードを上げてしまうが、すぐに落ち着くようになった。
・ファシリテータ側で用意した紙テープの花びらを使ってみるか子ども
に尋ねる。
◇Aの言動：「本番でみんなを驚かせたいから練習の時は隠しておい
て?」身振りを交えながらファシリテータに伝える。
・ステージ上で実際に動いてみる。
◇子ども全員：動き方がイマイチ伝わっていない様子で戸惑いを見せ
る。
▼「芽が生える動きの時、肩をトントンしてタイミングを合わせてみれ
ば？順番に芽が生えてみたら？」
◇子ども全員：半信半疑ながらもやってみる。3、4回やって理解した様
子。
・花びらが舞う表現を試みる。
〇「さっきやった花びらの動きだよ。はーい、ぐるんぐるんー回ってみ
てー。」
◇子どもたち：笑顔で楽しそうに回っている。その場にとどまらず、ス
テージ上を動きながら回っている。
〇「おもしろそうだね。いいよーいいよー?」
▼「おおー?いいねー?」
・一通りステージ上で動きを確認したあと、最後に言葉を交わす。
聴覚障害児とのダンスワークショップ 45
◇ Bの状況：手話で「今日はとても楽しかった。明日もまた一緒にやり
たい。」と笑顔で必死に伝えている。
〇「うん、明日も一緒に楽しもうね。」と簡単な手話で伝える。
・体育館から教室に移動し、講師の方々とリフレクション
〇学生間での話し合い内容
ダンスの内容を各自覚え、しっかり教えられるようしておく。
加えて、花びらの動きをより際立たせるための衣装作りが必要ではな
いだろうか（ひらひらするもの）。
▼「一番形としては、まあ……出来ていたと思うよ。あとはチョウチョ
ウとかどうするか。衣装をどうするかだね。」
12/4
 
9：00
・群馬大学第二体育館に集合。学生のみでリハーサル
▼「みんな、笑顔が足りない。こっちが楽しまなきゃ、子どもだって楽
しめないんだよ？本番は笑顔でやってください。」
〇「はい?」
13：30
・子どもを呼ぶ。
〇「こっちだよー?春班こっち?」
▼「子どもを呼びに行って。ちゃんと連れてくんだよ?」
〇各班、その班の目印となるような舞台装置を目印に班の子どもを呼び
に行く。春班は新聞紙のマントを使用。
・今日使う舞台装置の説明。
〇子どもたちに新聞紙のマントの説明、ひとりひとりに付けてあげるも
しくは補助をする。
◇低学年から中学年の子どもたちは、マントの固定が終わる前のひらひ
らしている段階で走り回ったり、くるくる回ったりしている。高学年
の子は自分で結ぶことができる。Aは動き回る低学年を呼ぶなどの補
助をしてくれた。
▼「おお?いいじゃん、いいじゃん?」
14：00
・ステージ上で動きの確認
〇「昨日やったことを思い出してがんばろう?」
昨日よりも子どもたちへの指示を少なくする。
◇子どもたちは全体的に、本番の舞台装置を身に付け華やかになったこ
とで、気分が高揚したようで前日よりも動きが良いように見えた。
▼「もっと動きを大きく、なりきって?」
〇動きの指示「はい、縮んでー広がってー」
すこし前に
・保護者の方々がみえ、発表会が始まる。
◇舞台裏では先程までの気分の高揚とは打って変わって、緊張している
様子。
〇「はい、じゃあみんな本番の位置に並んで。準備はいいかな？本番、
楽しんでいこうね?」
◇ニコってして腕を上げる
･発表本番、終盤でAの提案により本番まで隠していた紙テープの花び
らを活用する。
◇ 11月 26日の時に一度触れて楽しみにしていた紙テープをやっと使え
たので、弾けるばかりの笑顔で楽しんでいた様子。
終わって舞台から降りた子どもたちはとてもいい表情をしていた。
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〇夏グループ
･メンバー：布川奈穂、野本涼香、橋本恵子、林亜沙美
･ダンス（パーツ）の概要/趣旨
夏：四季のうちの ‘夏’をテーマに連想するものを挙げ、グループによる身体活動と作成した小道具によっ
て‘夏’を表現する。具体的な役として、真夏の太陽から逃げ海で遊泳・サーフィンをする主人公、姿を
変え主人公を翻弄する海の波、水平線に沈んでいく太陽の姿を、寸劇の形式で演じた。
･材料･衣装など：すずらんテープで作成したぼんぼん（太陽→赤と黄、海→青と白）×（人数－1）、太陽の
顔（段ボールを丸く切り抜き赤色塗装したものの周囲にすずらんテープを付けたもの）×
1、衣装は黒のビニール袋にすずらんテープをつけたもの×（人数－1）、麦わら帽子（寸
劇の主人公が着用）。夏グループの学生は主人公以外全員全身黒の服で統一した。
〇ファッシリテータ ▼講師 ◇子ども △その他 ・活動の説明
時間 ワークショップの活動・支援・発話など ファッシリテータの感想と写真
12／3
〇作ってきた太陽を見せる。
13：30 ◇みんな「かして?」と寄ってきて、顔をはめる穴に顔をいれて遊ぶ。
みんなとても気に入っている様子。大きさもあると思う。
〇「太陽やる？」
◇ F「んーん。（恥ずかしそうに顔をふる）」
〇「明日は、太陽も衣装ももっと豪華になるからね。」
衣装が加わりワクワクした様子。
14：30 身体解し運動とグループ編成を終え、夏グループに配属された子ども
たちに、私たちが考えた寸劇の内容を紙芝居と手話で一通り伝える。
〇「これは～という場面です。で、つぎに～。ここで波の役のひとはお
もいっきりザブーンて?で、そのあと～。」
〇「わかったかな？」
◇「うん。」
「おいかける?」うなづく。
〇 ?ここで～ってやろうと思ってるんだけど、いいアイデアあるか
なぁ。」
〇「夏と言えば、何が思い浮かぶかな。」
◇A「スイカ?（スイカを割る仕草をする）」
〇「ほう。スイカ。なるほど。他には？」
◇ ?花火、キャンプ、プール、サーフィン、かき氷……」（このあたりか
ら、筆談導入）
◇A「スイカ割りをやりたいよ。」
〇 ?じゃあ、スイカ割りも考えてみるよ。もしやることになったら、A君
がやってくれる？」
◇A「うん?（笑顔で）」
～ダンス練習に入る～
14：45 〇「波の演出は、低い位置から大きく高い位置にぼんぼんを持って行く
よ。こんな風に。」
◇ B（車いすに乗っているため、彼だけがぼんぼんを大きく上へ投げ
た?）
〇「なるほど。勢いがあってより波らしいね。」
オシマイのシの字を練習する。
▼文字のバランスを見ながら指示する。
▼「二段目全体的にもっと下かな？」
◇数人「こうかな？」ととなりを見ながら高さを合わせる。
〇「そうそう?OK?」
〇「じゃあ一番上の段ももっと下にするね。」
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〇「一回写真とってもらおう。」
みんなで写真を確認する。
〇「いいかんじだね?」
◇「シ?」「いいね?」
〇「みんなー、自分の位置覚えといてね～。」
12／4
 
13：00
波のグループと、太陽のグループにわかれ、それぞれ振り付け合わせを
する。
〇「どういう動きをしたら、より太陽らしくなるかな。」
◇A「ジャンプしたらいいと思う?」
波の振り付けをみんなで再確認しながら踊る。（リハーサル）
〇子どもの顔をみながら振り付けを踊る。
◇ C みてみて?できるよ?という笑顔で見てくれる。（舞台上なので話
さないようにしていた。）
◇ D 振り付け通りに踊ろうとはしないが、自分の思うように楽しそう
にはしゃぎながら踊っている。
〇OK?GOOD?と笑顔でジェスチャーをする。
本番
◇A、E
「緊張するね。頑張ろうね?」と
舞台袖ではげましてくれる。
〇「練習通り楽しくやろう?がんばろうね。」
◇練習の時よりも緊張している様子だったが、楽しそうに活動していた。
〇秋グループ
・メンバー：佐藤駿、立見祐衣、眞下梅子、柳澤繭子、横地真紀
・ダンス（パーツ）の概要/趣旨
秋：秋というテーマに沿って、木、木の葉、風、主人公という役割を作り秋の日の一幕をコミカルに表現
した。
・材料・衣装など：ポリ袋、木の葉、紙、段ボール、枝
〇ファッシリテータ ▼講師 ◇子ども △その他 ・活動の説明
時間 ワークショップの活動・支援・発話など ファッシリテータの感想と写真
10／3 ・コンドルズ監修のもと、手文字の練習。
13：00～ 〇の活動：衣装を見せながら、木の葉と風役に分かれる。
◇の状況：積極的に動いてくれた。
・スケッチブックの説明を見せながら、全体の流れを指導。
・実際に体を動かし、動きを確認する。
◇の状況：節々でスケッチブックの内容の確認を求めてきた。
▼講師：動きに対して具体的なアドバイスをくれた。
・リハーサルをステージで、春～冬まで通す。
14：30 ・音楽の時間内に入りきらず、構成の再検討を行う。
◇A「風は何回吹くの？」しっかりした、男の子が仕切って、まとめて
くれた。
◇車いすの B：ほうき欲しさに、ベルトを外し、自由に動きたかったよう
だが、その度に、対処に困ってしまった。
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10／4 ・手文字をポンポンを用いて行う。
13：00 ・リハーサルを通しで行う。
・本番
14：00 ◇車いすの B：舞台そでで待機中に補聴器を投げてしまい、他の子ども
たちがそれに気づき、教えてくれる。
〇の対応：補聴器をさりげなくひろって、預かる。
◇の表情：帽子を投げ、身ぐるみを剥ぐ部分で、とても生き生きしてい
た。秋の日の一幕をコミカルに表現してくれた。
〇冬グループ
・メンバー：須永悠太、関口香菜、園田樹里、田村優香、
・ダンス（パーツ）の概要/趣旨
冬：段ボールで作成したそりとスキーで登場→スズランテープで作った北風の衣装を着た北風さんが走り
回る→寒がっておしくらまんじゅう→子ども一人が雪だるまになり、他の子はかまくらを作る→みん
なで雪に見立てた緩衝剤をステージ上から降らす
・材料・衣装など：ビニール袋、緩衝材、段ボール、バケツ、ビニール紐、スズランテープ
〇ファシリテータ ▼講師 ◇子ども △その他 ・活動の説明
時間 ワークショップの活動・支援・発話など ファッシリテータの感想と写真
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13：00～
◇鎌倉さんを見て「サンタ?サンタ?」
〇「んー今日はサンタはやらないから、こっちやろうねー」
・用意してきていたものがあったため、こういった
意見を取り入れることができなかった。
△衣装・小道具等の準備。
〇段ボールのそりとスキー板を準備しながら。
「そりに乗りたい人―？」
◇「やるー?」（過半数の手が挙がる。）
〇「ごめんねー。1、2年生に譲ってあげてね」
・本番でできなかったとしてもそりをもっと補強、
素材の工夫をしておけば大きい子でもそりに乗せ
てあげられたかもしれないと思った。
△強度の関係で体重の軽そうな子しか乗せられず。
▼「軽い子がいいんだって」
・自然と子ども同士でそりを引き合っていたので発
表のときもそれを採用したほうがよかったと思っ
た。
・集合の合図の必要性を感じた。△そり組とスキー組に分かれて練習。
〇 1、2年生を乗せてそりを引く。
◇声をあげて喜ぶ。笑顔。しばらくするとお互いをそりに乗せて自分た
ちで引き始める。そりが壊れると補強を手伝ってくれる。
△おしくらまんじゅうの説明。
〇「おしくらまんじゅうって知ってる？」
◇実際にやって見せるがポカンとした様子。その後一緒にやってみるが
上手くいかない。
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▼「何か合図があれば子どもたちもわかると思うんですけど」
◇大きく口をあけて「せーの?」といってなんとかうまくいく
△ビニールテープによる北風の表現。
〇「北風役やりたい人いるー？」
◇女の子たちが進んで手を挙げてくれた。
〇 ?北風じゃない子たちは北風が来たときに寒がろうか。寒―い?って」
寒がるそぶりをしながら。
◇北風役の子たちが走って来る。寒がる役の子の中には手に息を吹きか
ける仕草をしていた子もいた。
△かまくらづくり。前回うまくいったかまくらづくりをもう一度やる。
新聞紙を背中に羽織るかたちで輪になって丸くなる。
〇「こうやってみんなでかまくらつくろう？」
◇かまくらづくりよりも新聞紙を破いたり丸めたりすることに夢中に
なっていた様子。
◇大きい子が小さい子を少し注意したりなどして、みんなでかまくらを
作ることができた。
△発表練習。かまくらのあたりでもたつく。
△反省会。スキーの動きや雪の表現に関してアドバイスをいただく。
・こちらの焦りを察してか子どもたちが気を遣って
くれていることに気づき申し訳なく思った。やり
たいと思わないことをやらせてしまったなと感じ
た。
・やって見せたのは手で自分の腕をこするような動
きだけだったが、子ども自らが考えて動く様子を
見て嬉しく思った。
・楽しそうに新聞紙で遊んでいた子どもたちの意識
を発表の為に無理矢理かまくらづくりに持って
行った節があった。
・うまくいったときにもっと褒めたりしたらよかっ
たのかなと思う。これもやはり自分のやっている
ことを客観的に考えることができなかったからだ
と思うので、うまくいっている様子を写真におさ
めて見せてあげるのが大切だと思った。
・もっと子どもたちに「スキーってどんな動きする
かな？」と聞いたりして自主的に動かすことがで
きたらよかった。最初は真似る方がやりやすいと
思うが、そのあとにオリジナルな動きを取り入れ
られたら良かった。
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13：00～
△そり、スキー板の補強。
追加要素があること、順序を子どもたちに説明。
動きの確認。
〇スキーの動きの手本をする
◇それにあとにつづいて動きの練習。段ボールで作ったスキー板に足を
ひっかける所をつくりたいというこだわりを見せたため、つくるのを
手伝う。
〇緩衝剤でつくったひらひら舞う雪を見せる
◇「それ何？」八の字にした緩衝材を指さしながら。
〇「雪だよー」上から落としてひらひらとさせながら。
◇納得したようにうなずく。
・思いのほかあっさりとした反応であったため内心
落ち込んだ。
△リハーサル。
◇最後に撒いた雪（緩衝材）を他班の子も含めて協力して拾い集めてく
れた
・舞台と観客というものを意識していたように感じ
た。
・子どもたちの優しさを感じた。
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△発表。
◇自分たちの順番が来るまで少しそわそわしながらも楽しそうに他班の
発表を見ていた。
◇そりで滑るときに、観客の方を見てにこにこしながら手を振る。
◇にこにこしながら雪だるま役の子がころがる。
・無理矢理やらせた感じではあったが、発表の際に
は楽しそうにやってくれていたので安心した。
◇最後にみんなで雪を撒くところで雪の奪い合いに。楽しそうに雪をば
らまいていた。
・「それ何？」と聞かれたときにはさほど興味を示し
ている様子はなかったが最終的には非常に楽しそ
うに撒いていたためつくった甲斐があったと安心
した。
◇手文字を作るのに戸惑う
〇うまくできない子の手助けをする
・手文字自体をよく分かっていなかったようなの
で、こちらのやらせたいことを押し付けてしまっ
た感じがあった。練習の時にできた手文字を写真
におさめて、上手に字ができているよ、というこ
とを伝えてあげた方がよかったかなと思った。
△講義。
▼「発表の主役は子どもたちではなく学生だった」
「おしくらまんじゅうの笑顔」
「演じること」の主体性と服従性。
△まとめ
ポストイットと模造紙を使った各班の感想、考え、反省等。
４．参加学生の学んだこと（感想）
〇春グループの感想
・今回のフレンドシップの体験を通し、表現することの意味
を教えられたように思う。身体表現の発表ということで、
子どもたちと活動を共にしたが、その中で印象的であった
のは彼らの笑顔だ。体を動かして、芽や花を表現したとき、
楽しそうにはしゃいでいる姿は、他の形式的な教育にはな
い、個を深めるための自由な学びであったと思う。私はそ
こに今回の活動、表現することの価値を見出すことができ
た。
・私は今回のフレンドシップを終えて、自分自身に足りない
ものが多く見つかった。まず、児童の立場に立って考える
ことが足りなかったことである。教師は自分の立場から一
方的に発信していてはいけない。今回のワークショップで
は対象の児童が聾学校の子どものため、通常のワーク
ショップ以上に相手のことを考えなければならない。その
点まで気が配れなかったことは、自分の意識の低さの結果
である。加えて、相手が聴覚障害なので言葉の言い換えを
しっかりしなければならないことを学んだ。今回の活動で
は、将来教員になるために必要な技術以外のことを学ぶよ
い機会となった。
・フレンドシップで私は人に物事を伝える事は難しいとあら
ためて思った。それは参加してくれた子どもたちが聴覚障
害であることが理由ではなく、私の表現が不自由であるか
らだ。そして、今回の体験では、子どもたちから自分を表
現するためにフットワークを軽くして自ら動くことの大
切さや素直に感情を表すことの大切さを学んだ。
リフレクションでは講師から「もっと子どもたちのため
に動けたのではないか」といわれ、悔しいと思った。それ
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は、今回のフレンドシップでは子どもたちが主役であると
自分自身はじめに考えていたことだからだ。子どもたちと
活動している短い時間の大切さや、私たちだけでのミー
ティングの必要さを活動後に感じることがとても多かっ
た。私たちがどこまで考えれば良いのか手探りではあった
が、子どもたちの事を考えればもう少しできる事があった
のかなとも思った。
・聴覚障害の児童と関わったことのない私にとって、今回の
フレンドシップは戸惑いと驚きの連続であった。最初は子
どもたちとどのようにコミュニケーションをとって良い
のかわからず意思疎通が困難に感じられたが、文字や表
情、身振りなどで徐々にコミュニケーションをとることが
できるようになった。このことは、人に伝える・人から読
み取るということについて深く考えるきっかけとなった。
また、身体を動かし表現するということを通して、子ども
たちとひとつのことを成し遂げられたということが自身
の中で非常に大きく、貴重な経験となった。
〇夏グループの感想
・聴覚障害の子どもたちと関わった経験は非常に少ないため
最初は本当にできるものなのかと不安に思っていたのだ
が、実際に子どもたちと触れあってみると、意志を伝える
ための方法はいくらでもあり、案外簡単に会話できるもの
なのだと実感した。自身の表現の方法の幅がより広がった
ように思える。そして、子どもたちと共に一つの目標に向
かって活動していったわけであるが、その中で私は、
ファッシリテータとしてどのような姿勢であるべきかに
ついて考え、学んだことが何点かあった。大切なことは、
あくまでも「共にある」ということを意識していなければ
ならないこと。つまり、ファッシリテータである我々が主
になったり、先走ったりしてはならない。このことを自覚
しつつ、限られた少ない時間の中でスケジュールを管理し
インストラクターとして活動することはどうしても主導
権を握り子どもたちからも頼られがちであるため、困難で
あるようにも思う。そして、援助的であること、状況への
感受性が豊かであることも重要といえるだろう。これは、
失敗を恐れていては絶対に出来ないだろうと思えた。しか
し実際は、大切なことは結果ではなく過程であると割り切
ると、余裕を持って活動に取り組めたので良かった。そし
て、ファッシリテータの数は、一人より、複数人。もし私
が実際教育現場などでワークショップを企画することが
あるとすれば、前もって周囲の人に呼びかけ、協力を乞う
だろう。それが、ファッシリテータとしての活動と心の余
裕も生むし、広い範囲で学習者を観察できることに繫がる
だろう。
・とにかく、今回の活動を通して学べたことが多くある。美
術教育の意義に対して、実感を伴った理解を得た。美術を
通して、コミュニケーションは本当にとれるということ、
表現力や他者を認める能力の育成への期待が抱かれてい
る、その理由である。これらは学校の椅子に座って話を聴
いている限り、私の中では「なるほど、その通りかもしれ
ない」等と思うだけであったため、今回教室を離れての活
動は美術教育に対する理解を得た。非常に大きい収穫であ
り、大変有意義であったと思う。
〇秋グループの感想
・このワークショップは子どもに何を体験してもらいたいの
か、どのような行動をファシリテータとして行えば良いの
かをつかみきれず、子どもとの接し方も分からずに数回の
機会を過ごしてしまっていたという事はあった。しかし、
子どもと一緒に一つのステージを作り上げるというのは
貴重な経験であった。子どもが何をやりたいのか、興味を
持つのか、それこそが大切であり、それに関わるのは楽し
いと感じた。
・聴覚障害の子どもたちとどう意思疎通するか不安であった
が、こちらが身振り手振りを交えて話すと、大きく頷いて
くれたり、不明な点は積極的に質問してくれたりした。し
かし、どうしても子どもたちの話が理解できない場面も
あって一生懸命話しかけてくれた子どもたちに申し訳な
い気持ちになった。作品作りを通して、様々な困難さが
あったが、一緒に考え試行錯誤し、楽しみながら活動でき
たことはとても良かった。
・聴覚障害の子どもたちと触れ合うのはこれが初めての体験
だったので、コミュニケーションをとる際になかなかうま
くいかず、満足な意思疎通が出来ませんでした。しかし、
こちらのぎこちない対応にも子どもたちは積極的に意図
を汲み取ろうとしてくれて、自分もこれに応えなければ
と、活動に臨む気を引き締めました。子どもが何を伝えた
いのか、なにをこちらに求めているのかを理解し、それに
応えていく過程は試行錯誤しながらであったが充実した
時間であったと思う。
・今回のフレンドシップを通して、皆で一つのものを作り上
げることの素晴らしさや、終わった後の達成感を味わうこ
とが出来た。しかし、上手く言いたいことを伝えられな
かったり、子どもたちが言っていることを分かってあげら
れなかったりともどかしい場面も多々あったが、それで楽
しそうに活動をしてくれた子どもたちを見て、私自身もこ
のフレンドシップを楽しむことが出来たように思える。
・第一にコミュニケーションが円滑に進むかどうかが不安で
した。しかし、子どもたちが進んで取り組んでくれて、私
たちも共に作品を作り上げることが出来ました。時間の都
合で、こちらの考えを一方的に押し付けてしまったり、子
どもたちに選ばせたり、一緒に話し合う時間も少なかった
ですが、楽しそうな表情を見せてくれて本当に良かったで
す。
〇冬グループの感想
・私たちのグループでは、冬をテーマにした劇を子どもたち
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とともに作っていきました。
はじめの段階の頃、劇の大まかな流れやアイディアを出
していく段階では子どもたちの元気さと一つのことに一
生懸命になる無邪気さに振り回され、思うような動きの指
示が出せなくてとても苦労しました。
しかし、次第にどのような表現方法で言い表せば理解し
やすいのか、子どもたちがやりたいことをどのような形で
実現させればよいのかなどが接する中でわかるようにな
りました。
そして、最終的には一つの劇としてまとまった形で発表
することができましたが、一方で、どうしても発表という
形に落とし込まなくてはならないために子どもたちの意
見を実現できないことや、子どもたちが純粋に楽しめるよ
うな形をとれなかったという欠点が出てきたことについ
ては一考の余地があると思いました。
なにはともあれ、今回のフレンンドシップは、今後の勉
強においてもとても貴重となる現場体験で今後に生きて
くると思われるので良い経験だったと思いました。
･最終的に「発表」というかたちをとる以上、学生主体になっ
てしまうことは仕方のないことだと思ってしまった。しか
し、少しでも子どもたち主体になるような工夫はできたは
ずであると反省した。そりに関しては特にそうであると感
じた。そりは当初学生側にはない発想で、子どもたちと話
をしてから急遽取り入れたものだったが、そういった子ど
もたちの「やりたい?」「やってみたい?」をもっと尊重す
るべきだった。その点、おしくらまんじゅうはやってよ
かったと思う。「冬」にとらわれすぎたがために「身体性を
活かした」というテーマにそえていたかどうかという点に
も疑問が残る。
今回、聾学校での授業ということで自分が思っていた以
上に構えてしまっていたが、かえって子どもたちに気を遣
わせてしまうことが度々あった。私は自分の考えを言語化
して伝えるということを常々苦手意識を感じているため、
今回においては筆談をするにあたっても時間がかかって
しまっていた。今後の課題である。
子どもたちと接するという点では、今回は教育実習とい
うわけではなかったため、どういった立ち位置で子どもた
ちに接したらよいのか悩んだ場面もあった。実際に子ども
に年齢を問われ、逆にいくつに見えるか聞いてみたとこ
ろ、18歳と言われてしまった。実年齢を告げると驚いてい
た。今回はワークショップというかたちであったことか
ら、できるだけ子どもたちと同じ目線に立てた方がよいの
かもしれないが、子どもたちは大人や学生たちの振る舞い
をよく見ているものなのだと感じた。やりとりのなかでの
こちらの些細な表情の変化等も子どもたちには見抜かれ
ているような気がした。
コンドルズの方々の身体の可能性を探る運動は、「自分の
身体ってこんな風に動かせるんだ?」といった感動を子ど
もたちと共有できる貴重な体験だった。班別の活動におい
ても、子どもたちとそういった何かを共有できるような取
り組みの工夫が自分にはできていなかったように思う。
・はじめ、聾学校の子どもとなにか作品を作るということに
なったときうまくコミュニケーションが取れるのか不安
でしかありませんでした。一年時に「手話とろう文化」と
いう講義をとっていたため、聴覚障害の子どもの知識はそ
れなりにあるつもりでしたが、実際にたくさんの聴覚障害
の子どもたちと触れ合う機会はなかったため、たじろいで
しまいました。そこで自分がどれだけ話し言葉に頼ったコ
ミュニケーションをとっていたのかなと思いました。特別
支援を必要とする子どもたちへの支援は、なにも障害を抱
える子どもたちだけへのものではないと思いました。口を
大きく動かして話すことや、表情に気を付けることや、
しっかり肩をたたいて話したり、手を握ってあげたりする
ことは、どんな子に対しても有効なコミュニケーションな
のではないのかなと思いました。
集中講義の数日間では、子どもたちと触れ合うことがほ
んとに楽しいなと思いました。ほんの数日でしたが私のこ
とを信頼して笑顔を向けてくれたのがすごくうれしかっ
たです。しかし、日数も時間もなかったこともあってこち
らが用意したものを無理矢理やらせてしまっていたとこ
ろがあったなと反省しました。そうならないためにも、や
はり最初からこの講義の目的というものをしっかり履き
違えないようにしておく必要があったのかなと思いまし
た。子どもたちが楽しくなにかを得られるためには、子ど
もたちがやりたいことをやらせてあげる支援を私たちは
するべきであったなと思いました。
こういった反省もふまえて、子どもたちとこんなに長い
時間、授業という形ではないもので触れ合えたことは本当
にいい経験になったなと思います。来年度の本実習に生か
したいと思いました。
・フレンドシップを通じてファッシリテータとして子どもた
ちと接することができました。初めての経験で新鮮でし
た。活動の中で子どもたちは活発に動き、楽しんでいる様
子でした。ソリやスキーを練習するときは特に楽しそう
で、笑顔が溢れていました。子どもたちが楽しみながら、
また達成感を味わうことができるように支援していきた
いと思い、取り組みました。
私たちが事前に考えてきたものに子どもたちを合わせて
発表の準備をするのか、発表ということよりも子どもたち
の意見を最大限に尊重するのか、という葛藤が私の中で生
まれました。改めて振り返ってみると、今回は子どもたち
の意見を聞き、内容に取り入れるというよりも私たちが提
示していくものに子どもたちをうまく誘導していったよ
うな印象がありました。
子どもたちを指導するのではなく、一緒に考え活動し、
支援していくことで子どもたちが自ら活動し、より大きな
達成感を味わうことができると思いました。今後このよう
な活動に参加したときは、今回の反省を活かし行動してい
きます。
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５．まとめ：ワークショップの作品化と
プロセスの作品化
ダンスや演劇のワークショップにつきものなの
は、最後に発表会をするという約束ごとである。私
たちはそれを通り一遍の約束事としてはけっして考
えてはいない。今までこのフレンドシップでしてき
たいくつかのダンスや演劇などの身体を使ったワー
クショップは子どもたちと一緒に過ごす時間の豊か
さに満足してきたからである。しかしながら、時間
がたてば消えてしまうこの学びに何か物足りなさを
感じていたことも事実である。それは、プロセスの
中で意味を生成する学びというワークショップの
「完成がなく、あるのは（終わりのない）プロセス」
という学びのいわば、つかみどころのない姿に対す
るものかもしれない。参加を学びとし、知識の習得
や定着がなくても、そこで学びが成立するというこ
とは周知であり、一定の枠（時間的・空間的な制約）
の中である種の答えを出しているのだから、あえて
最終的なかたちは必要ないのももっともである。美
術はかたちや色などのビジュアルな要素が媒介して
表現が生み出され、表現されたもの（＝作品）が「残
るのに対して、身体系ワークショップはからだがメ
ディアになりダイレクトに表現が生みだされ、活動
の終了とともに表現も終わる。
このような身体表現の作品性について、リヒテは
『パフォーマンスの美学』の中で、パフォーマンス
を空間に差し込まれた構成要素として考えた場合、
「身体性を素材性」の 1つと考え、「身体はただ生成
として、経過として、変化としてしか、その存在を
知らない。（中略）現象的身体は『存在する』のでは
なく、『生成する』のであり、完成した作品という考
え方のすべてに猛烈に抵抗する」??と述べる。つま
り、「パフォーマンス・アートにおける作品とは、身
体と行為がオブジェ的（デュシャンのレディメイド
のよう）に作用する空間であり、記録もまた二次的
な作品である」??と定義づける（佐藤、2011）。
つまり、身体表現とは「存在」するのではなく、「生
成」することに意味を持つ、よりワークショップら
しいワークショップなのである。いくつかの身体メ
ディアアートワークショップを経験してきたが、今
回のアートワークショップ（祝祭）の後で、最終的
に残るものを「作品」と呼ぶなら、今回はあえてそ
の「作品」について考えてみたいと思った。解放系
としてのワークショップの学びがどのような「かた
ち」を持つことができるのかを再考してみたい。こ
れが今回のフレンドシップで挑戦したことである。
結論から述べると、今回の挑戦はあまりうまくい
かなかった。子どもたちや聾学校の先生方、そして
参観に来ていただいた父兄の皆さん方は満足をして
いただいたと思う。しかし、苅宿がワークショップ
後の講義で指摘したように、「発表の主体が子どもた
ちでなかった」のは明らかであった。その原因は今
回のダンスワークショップのプログラムデザインと
実際の細かい調整がかみ合っていなかったことであ
る。学生たちのダンス（身体表現）の経験不足とファ
シリテータとしての未熟さに起因し、子どもたちと
おなじ目線にたち、子どもたちといっしょにやりた
いこと・できることなどを引き出して、デザインで
きなかったことである。途中途中でアーティストと
一緒に細かい調整をしながら支援をし続けたが、限
られた時間の制約の中で、どうしても作品づくりが
先行し、子どもたちにはやらせる場面が多くなって
しまって、いつしかワークショップではなく、完成
形の練習に近くなってしまったようだ。学生たちの
活動プロセスのふりかえりを読むとその都度、子ど
もたちと動きの確認をしており、いっしょにつくろ
うという努力はみられる。しかし、最後は演じるこ
との中で無意識に「主体と服従」の制度ができてい
たかもしれない。しかし、発表の中で時々みんなで
一体化する場面も多数みられた。たとえば、「おしく
らまんじゅう」などの自由に動く場面では本当に楽
しそうな笑顔があり、それは演じていないことの証
左にもなっている。では、参加体験型学習としての
ワークショップにおける最終形としての作品化の問
題をどう考えたらいいのだろうか。
ワークショップと作品の問題を考察するとき、美
術教育分野において、同じくプロセス重視の活動で
ある「造形遊び」について考えてみたい。造形遊び、
別名「材料を基にした造形活動」は導入後 30年以上
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を経てもなお「単に遊んでいるだけのように見える
がこれでよいのか」という批判がある図画工作の領
域である。その理由に「作品が残らないので評価が
しにくい」ということがある。したがって、造形遊
びの評価では一人一人の子どもの活動の様子を活動
中に把握する手立てが必要になるが、それは一生懸
命つくった結果として残された作品の評価に較べて
客観性や手続きの点で難しい。しかしながら、造形
遊びにおいても「作品」と作者である子どもを分け
て考えないという方法もある。（他の造形活動で同様
であるが）特に造形遊びのような活動では、作者は
フロー状態（チクセントミハイ）で没入して造形活
動をする。その時つくっている子ども＝?主体」とそ
の対象＝?作品」が別々にあるわけではなく、一体化
している。すなわち、「作品がつくられるとき、その
子自身が新しくつくられる」（奥村高明、2014)??と
いう指摘である。
もう 1つ、行為と作品（もの）の一体的なとらえ
方（考察）をしているものに、「プロセスの作品化」
を提案する苅宿俊文の研究がある。苅宿は描いたプ
ロセスを再生することができる『脳の鏡』という描
画ソフトを用いて、描画後に自己の描いたプロセス
をふりかえり、他者に制作プロセスを語り、それを
文字化し、絵と併せて表現するという「心の花」と
いう実践を通して、教育＝学習における「思考の外
化または外在化」の有効性を指摘する。「再構成型描
画ソフト」である「脳の鏡」によって、作者の製作
過程が言語され、他者へ説明されることによって、
自己理解を深めることにつながることを指摘する。
つまり、苅宿は「作品化」ということばの意味を「イ
メージとテキスト」による表現として提示し、それ
がメタ認知を促す（ワークショップにおける）リフ
レクションの役割を果たしていることを述べてい
る。??
最後に、音楽の即興ワークショップを実践してい
る野村誠は「ポスト・ワークショップ」??というワー
クショップの結果（成果）を創造的に二次使用する
方法を考え出した。それは「ワークショップの後に
来るもの」という意味の造語で「ワークショップか
ら生まれた成果のワークショップ後の展開」と定義
される。簡単に言うと「ワークショップででた成果
をたとえばパフォーミングアーツであれば、舞台な
どの作品に仕上げて再上演できる作品にまでブラッ
シュアップすることである。ではなぜそれをするの
かというと、ワークショップの目的そのものが結果
（作品）に対する呪縛からの解放であり、協働で短
時間で即興的に実施し、「（1)予定調和でメソッドを
教わるのではなく、その場で柔軟に判断しながら体
験・体感していくこと、（2)最終的な仕上がり・結
果だけを重視するのではなく、そのプロセスで何か
を体験（体感）していくこと」が重視される。野村
が言いたいのは、「後で作品化することを意識しなが
ら、ワークショップをしていても、ワークショップ
の本領発揮とはいかない。ワークショップの良さは、
最終的な成果や結果に 無頓着なこと、徹底したプロ
セス重視、刹那的にその場を楽しむことにあるはず
で、ポスト・ワークショップを意識してワークショッ
プを行うと、ワークショップ自体の良さが失われて
しまう危険性がある。」だから、「ポスト・ワーク
ショップの存在があることで、以前にも増して、ワー
クショップを楽しめるようになった。つまり、ぼく
自身がワークショップを行う時には、結果や未来を
一切意識しないで、その場（現在）を楽しむことに
専念すればいい、と開き直ることができたのだ。そ
うすれば、必然的に多様性や独自性が立ち上がるし、
それが立ち上がれば、あとはポスト・ワークショッ
プの仕事だからだ。
創造＝ワークショップ＋ポスト・ワークショップ
この公式は、音楽の未来を考える上で、芸術の未
来を考える上で、さらには、世界の未来を考える上
で、大きな意義ある公式になるだろう。ぼくたちは、
ポスト・ワークショップ時代に突入し、これから様々
なポスト・ワークショップの試みが行われていくだ
ろう。」という。
ワークショップと作品化の問題は結局結論にまで
は至らなかったが、これはワークショップという学
習論というよりはアート（芸術）やその教育を考え
るときに重要な問題点を含んでいる。最近の複雑化
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した問題を取りあげる現代アートは作者や作品を否
定しながら進展してきた。このことを（美術）教育
の問題としても考えなければならい時が来ている。
「芸術に完成はない。要はどこまで大きく未完成で
終わるか……。」というのは奥村土牛のことばである
が、今回のダンスワークショップによる発表会で一
番の成果は、未完成のつくりかた＝デザインを再考
できたことであった。たとえば、舞台であれば、か
つてのテントのように「観客と舞台」を分けない工
夫であるとか、父兄や教員をただの鑑賞者にしてし
まわないで、上演の場で使うなどの工夫ができたの
ではないか。また、学生が子どもたちの時間や空間
感覚をもう少しうまくつかめれば、もう少しズレを
いかした演出が可能であったろう。次回の課題がい
ろいろみえた今回のフレンドシップであった。
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